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１、目的：つくば市中心部の歩行環境を定量的に示す

ことで、歩行環境の地域的特性や課題点を明らか

にする。 
２、対象地域：つくば駅と研究学園駅の周辺、およ

びその間の地域を対象とした。 
３、研究方法：先行研究から歩行環境の評価に重要

な８項目を選択し、ArcGIS Collector を用いて現
地調査を行った。因子分析によって配分された負

荷量に基づき、各道路の歩行環境に得点を与えた。

100点満点で換算した配点表を表 1に示す。
ArcGISのネットワーク分析を用い、歩行環境を
コストの変数に加えたルート検索を行った。 

４、結果・考察：例として図 1に路面の段差の分布

を示す。古くから開発が進められたつくば駅周辺

では路面状態が悪く、研究学園駅周辺では逆の傾

向がみられ、地域差が明瞭に表れた。 

各項目の合計得点の分布が図 2である。駅周辺部で
は得点の高い道路が多い反面、研究学園都市が開発さ

れる以前から存在する地区(下平塚、苅間北部、葛城根
崎)では点数が低くなった。 
快適性を重視した距離を「快適距離」とした場合、

このルートは必ずしも最短距離とは一致しない。快適

性と距離効率のどちらをどの程度重視するかは人に

よって異なるため、これを考慮したルート検索を行う

必要がある。今回は快適性を x%重視した時の、物理
距離 d、快適度得点 pの道路における快適距離 cは、 
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とした。事例として、研究学園駅から自宅までのルー

トを検索したのが図 3である。 
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